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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 95,608 － 1,511 △63.1 1,782 △48.9 2,540 246.1

2021年３月期第３四半期 112,164 △12.4 4,093 15.0 3,491 △3.2 734 △64.5

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 2,028百万円（△27.9％） 2021年３月期第３四半期 2,814百万円（68.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 153.45 －

2021年３月期第３四半期 44.30 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 134,097 70,432 51.5

2021年３月期 132,887 70,136 51.8

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 69,056百万円 2021年３月期 68,813百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 20.00 － 30.00 50.00

2022年３月期 － 47.00 －

2022年３月期（予想） 47.00 94.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 136,000 － 3,000 △47.1 3,200 △42.8 5,200 － 313.79

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第３四半期の売上高については、当該

会計基準等を適用した後の数値となっており、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

2022年３月期の期首より、「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、当該基準に基づいた予想となっております。このため、当

該基準等適用前の前期の実績値に対する売上高の増減率は記載しておりません。なお、「収益認識に関する会計基準」等を適用しない場

合の売上高は、178,000百万円（同14.5％増）であります。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 16,960,000株 2021年３月期 16,960,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 622,476株 2021年３月期 388,628株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 16,557,400株 2021年３月期３Ｑ 16,570,161株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表

の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」

をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、第１四半期連結会計期間より、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等

を適用しております。

　これに伴い、当第３四半期連結累計期間における売上高は、前第３四半期連結累計期間と比較して大きく減少して

おります。そのため、当第３四半期連結累計期間における経営成績に関する説明は、売上高について前年同期比較

（％）を記載しておりません。

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における自動車業界は、世界的な半導体不足や東南アジアからの部品調達の停滞等に

より、自動車メーカー各社が減産を行うなど厳しい状況で推移しました。部品不足は徐々に改善に向かっているも

のの、新型コロナウイルスの新たな変異株の出現等もあり、先行きは不透明な状況が続いています。一方、化学品

の販売価格形成の基準となるナフサ価格は、堅調な化学品需要や原油価格の上昇等により、引き続き高い水準で推

移しました。

　このような事業環境のもと、当社グループは、部品不足が解消した後の挽回生産に備えつつ、減産対応として生

産効率の向上やコスト削減に努めてまいりました。また、自動化投資に加えて、ソーラーパネルの設置や、CO₂削

減に向けた電動型生産設備への置き換えなど、地球環境に配慮した設備投資も積極的に推し進めました。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、化学品の販売は堅調に推移したものの、半導体不

足による主要顧客の減産の影響等により、売上高95,608百万円となりました。

　利益面では、減産の影響等により、営業利益1,511百万円（前年同期比63.1％減）、経常利益1,782百万円（前年

同期比48.9％減）となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益を特別利益に

計上したこと等により、2,540百万円（前年同期比246.1％増）となりました。

　なお、前年同期は、工場休止期間中の固定費等（人件費・減価償却費等）を「新型コロナウイルス感染症による

損失」として特別損失に振り替えております。

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

①樹脂加工製品事業

　樹脂加工製品事業においては、売上高は、半導体や部品不足等の影響を受け、グローバルの生産台数は前年同期

を下回りました。利益面では、自動化・省人化をはじめとする生産性の向上に努めたものの、挽回生産を念頭にお

いた従業員の雇用維持により北米を中心に固定費が増加したこと等により、前年同期比で減益となりました。な

お、前年同期は、工場休止期間中の固定費等（人件費・減価償却費等）を「新型コロナウイルス感染症による損

失」として特別損失に振り替えております。

　このような結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は75,076百万円、営業利益は210百万円（前年同期比

93.7％減）となりました。

②ケミカル事業

　ケミカル事業においては、ファインケミカル、生活材料、電機・電子分野を中心に需要の回復基調が継続し、売

上は堅調に推移しました。モビリティ、コーティング分野では、自動車メーカーの減産の影響はありましたが、前

年同期に比べて売上は伸長しました。利益面では、物流費の高騰はあったものの増収効果と合理化によるコスト削

減効果により、前年同期比で増益となりました。

　このような結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は20,532百万円、営業利益は1,498百万円（前年同期比

75.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は72,948百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,587百万円増

加しました。これは主に、原材料及び貯蔵品が1,577百万円、商品及び製品が1,518百万円増加したこと等によるも

のであります。

　また、固定資産は61,148百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,378百万円減少しました。これは主に、政策

保有株式の縮減により投資有価証券が3,960百万円減少したこと等によるものであります。

　これらの結果、総資産は134,097百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,209百万円増加しました。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は53,843百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,794百万円増

加しました。これは主に、支払手形及び買掛金が1,266百万円、電子記録債務が1,120百万円増加したこと等による

ものであります。

　また、固定負債は9,821百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,880百万円減少しました。これは主に繰延税金

負債が1,158百万円減少したこと等によるものであります。

　これらの結果、負債合計は63,664百万円となり、前連結会計年度末に比べ913百万円増加しました。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は70,432百万円となり、前連結会計年度末に比べ295百万円増

加しました。これは主に、その他有価証券評価差額金が2,359百万円減少した一方、為替換算調整勘定が1,781百万

円、利益剰余金が1,264百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期通期の連結業績予想につきましては、2021年11月12日に公表した予想から変更はございません。

- 3 -

森六ホールディングス㈱（4249）
2022年3月期　第3四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,947 17,463

受取手形及び売掛金 32,428 33,250

商品及び製品 6,104 7,622

仕掛品 3,184 4,269

原材料及び貯蔵品 4,115 5,692

その他 3,592 4,663

貸倒引当金 △12 △15

流動資産合計 67,360 72,948

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 19,417 19,096

機械装置及び運搬具（純額） 10,265 9,684

工具、器具及び備品（純額） 5,637 5,341

土地 5,132 4,966

リース資産（純額） 107 90

建設仮勘定 3,247 4,035

有形固定資産合計 43,807 43,214

無形固定資産 1,003 961

投資その他の資産

投資有価証券 18,254 14,294

長期貸付金 256 254

退職給付に係る資産 371 431

繰延税金資産 1,240 1,285

その他 594 721

貸倒引当金 △1 △14

投資その他の資産合計 20,715 16,972

固定資産合計 65,527 61,148

資産合計 132,887 134,097

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 21,052 22,319

電子記録債務  2,300 3,420

短期借入金 17,298 18,040

１年内返済予定の長期借入金  1,514 1,760

リース債務 228 257

未払法人税等 854 1,372

その他  7,800 6,671

流動負債合計 51,049 53,843

固定負債

長期借入金 4,638 4,094

リース債務 604 499

繰延税金負債 5,279 4,120

退職給付に係る負債 385 397

資産除去債務 169 169

その他 625 539

固定負債合計 11,701 9,821

負債合計 62,750 63,664

純資産の部

株主資本

資本金 1,640 1,640

資本剰余金 4,782 4,782

利益剰余金 53,638 54,903

自己株式 △237 △663

株主資本合計 59,824 60,663

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 8,523 6,163

為替換算調整勘定 △90 1,691

退職給付に係る調整累計額 250 214

在外子会社のその他退職後給付調整額 305 322

その他の包括利益累計額合計 8,989 8,392

非支配株主持分 1,322 1,376

純資産合計 70,136 70,432

負債純資産合計 132,887 134,097
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 112,164 95,608

売上原価 98,216 81,804

売上総利益 13,948 13,804

販売費及び一般管理費 9,855 12,292

営業利益 4,093 1,511

営業外収益

受取利息 96 86

受取配当金 330 399

為替差益 - 8

その他 150 157

営業外収益合計 576 652

営業外費用

支払利息 333 304

持分法による投資損失 26 3

為替差損 752 -

その他 66 72

営業外費用合計 1,178 380

経常利益 3,491 1,782

特別利益

固定資産売却益 23 63

投資有価証券売却益 1,034 3,465

補助金収入 190 40

特別利益合計 1,248 3,569

特別損失

固定資産売却損 5 15

固定資産除却損 6 67

減損損失 428      -

新型コロナウイルス感染症による損失 2,225    -

特別損失合計 2,666 83

税金等調整前四半期純利益 2,073 5,268

法人税等 1,279 2,643

四半期純利益 793 2,625

非支配株主に帰属する四半期純利益 59 84

親会社株主に帰属する四半期純利益 734 2,540

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

四半期純利益 793 2,625

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,588 △2,360

為替換算調整勘定 △558 1,785

退職給付に係る調整額 △7 △35

在外子会社のその他退職後給付調整額 △1 17

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △3

その他の包括利益合計 2,021 △597

四半期包括利益 2,814 2,028

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,755 1,944

非支配株主に係る四半期包括利益 59 84

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、顧客への商品の提供における当社グループの役割が代理人に該当する取引については、顧客から

受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う額を控除

した純額で収益を認識する方法に変更しております。

　当社グループは、商品又は製品については顧客に引き渡した時点で、履行義務を充足したと判断し、同時点で

収益を認識しております。なお、ケミカル事業セグメントは収益認識適用指針第98項に定める代替的な取扱いを

適用し、商品又は製品の国内販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に移転されるまでの期間

が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おりますが、利益剰余金の第１四半期連結会計期間の期首残高へ与える影響はありません。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高及び売上原価はそれぞれ34,344百万円減少しております。

　なお、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
樹脂加工製品

事業
ケミカル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 67,309 44,855 112,164 - 112,164

セグメント間の内部売上高

又は振替高
226 2,515 2,742 △2,742 -

計 67,536 47,370 114,906 △2,742 112,164

セグメント利益 3,362 855 4,217 △124 4,093

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２
樹脂加工製品

事業
ケミカル事業 計

売上高

外部顧客への売上高 75,076 20,532 95,608 - 95,608

セグメント間の内部売上高

又は振替高
264 1,153 1,418 △1,418 -

計 75,341 21,686 97,027 △1,418 95,608

セグメント利益 210 1,498 1,708 △196 1,511

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額△124百万円には、セグメント間取引消去845百万円及び各報告セグメントに

帰属しない当社の費用△969百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「ケミカル事業」セグメントにおいて、固定資産に係る減損損失を計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては、428百万円であります。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（注）１．セグメント利益の調整額△196百万円には、セグメント間取引消去850百万円及び各報告セグメントに

帰属しない当社の費用△1,047百万円が含まれております。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２.報告セグメントの変更等に関する事項

　（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用

し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の測定方法を同様に

変更しております。

　当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の報告セグメント売上高は「ケミカ

ル事業」で36,570百万円減少しております。
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３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
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